
学会。研究会等の活動

● 条里制・古代都市研究会

1 9 9 9年３月６１１～７日

条里制研究会から表記の会名に変更して

２I i J I i l 、通算1511 ' １月の大会で、「占代都

市と寺院」のテーマのもとに、平安京に

東接する白川地域の地割の検討、検出例

が琳加している大和飛鳥での道路巡撒を

中心とした飛鵬京の空間構造に関する考

察、近年調在成果が蒋秋されつつある新

羅王京の坊里についての検討と、特に古

代都城についての研究成果が報告され、

熱心な討議が行われた。二日I j の聯例報

告では佐賀県肥前国庁の中枢部分の再調

査、兵庫県和l l l l l l 町加都遺跡の律令期の

直線道路跡、美濃阿武義郡荷跡である岐

阜県間市弥勅寺束巡跡、藤原京に関わる

紀寺跡、本薬師寺跡、それぞれ興味深い

調布成果が報告された。（井上和人）

● 木簡学会

1 9 9 8 年１２月５～６日の研究集会では、創

立2 0 周年を記念して、健屋王家木簡をめ

ぐるシンポジウムを行い、渡遥晃宏「削

崎からみた長雌王家木簡」、勝浦令子

｢ 長屋王家の米支給関係木簡｣ ず櫛木謙周

｢ 長瞳王家の経済基盤と荷札木簡」が、

王家の家政機関や経済構造の実態解明に

辿った。その他、舘野利己「1 9 9 8 年全

国出土の木簡｣ 、藤川智之・利1 1 1 ＊「観

音寺逝跡出土の木簡｣ 、佐藤隆「前期難

波宮出土の木簡」が出土木簡のﾘ 例を報

告した（参加者約1 8 0 名) 。また『木簡

研究』２０号を刊行した（編集担当：渡遥

晃宏) 。

なお６月５～６日には、長野県立歴史

館・長野県埋蔵文化財センターなどの協

力の下、「７世紀の地方社会と木簡一屋

代木簡をめぐって」と題して、歴史館で

特別研究集会を開催した。報告は寺内隆

夫「信濃の古代と屋代通跡群｣ 、僻Ⅲ伊

史「７吐紀の屋代木簡｣ 、鐘江宏之「７

世紀の地方木簡｣ 、鶴見泰寿「7 1 1 ｔ紀の

宮部木簡｣ 、舘野和己「律令制の成立と

5 ６奈文研年報／1 9 9 9 - 1

木術」（参加者2 1 3 名) 。（舘野和己）

◆ 五斗蒔瓦窯文字瓦の諸問題

1998年７ﾉj l 8I - l

占代では、箆や刻印によって瓦に名前、

地名などを刻むことがある。その解釈は

税物、製品の符理、作善の印などさまざ

まがある。関東地方では８世紀初頭の郷

ＩＩＬ制ドに、瓦に地名を記す造瓦体制が成

立する。1 9 9 7 年度の研究会では、阿分寺

造営期における様相を検討した。

地名を記す古式の瓦は千葉県龍角寺瓦窯

に多1 1 t にあり、年代も7 1 1 t 紀代という。

ﾘ Ｉ突なら東国造瓦に関する通説と剛鵬す

る。そこで各分野の研究薪の参加を得て、

龍角寺瓦窯の瓦について造瓦手法、様式、

文字の特徴など総合的に検討した。その

結果、文' j ' : 瓦の年代は7M! : 紀代に遡るが、

８世紀の造瓦体制とは別、という見通し

に達した。（金子裕之）

◇ 建築史談話会

1 9 9 8 年度は以下の研究発表と見学会を行

った。４月3 0 日：大森健二（建築研究協

会）「火報恩寺本常の復原について」・

大報恩寺本堂兄学会。５月１６日：富島義

幸（京大）「平安時代寺院建築における

密教空間の展開」・島Ｈ１敏男（奈文研）

｢ 正家廃寺の発掘調査｣ 。６M2 7 ｢ 1 ：光井

渉（神戸芸工大）「近世後期における神

社造営と本殿形式の変化について」・藤

沢彰（京大）「出雲大社の慶艮度造営本

殿について｣ 。１０) j 3 1 H：黒1 1 1 龍二（神

大）「神社建築史の可能性と限界」・鈴

木徳子（和歌山県）「金剛峯寺不動堂の

襖障子調査報告｣ 。１１月２１１１：石山寺本

堂見学会。l 2 j j l 2 H：渡辺晶（竹中大工

道具館）「特色ある日本の大工道典」・

村、健一（奈文研）「東大寺転答門の調

査報知。（箱崎和久）

● 埋蔵文化財写真技術研究会

1 9 9 8 年７ﾉ ｊ３～４１１に第１０回総会、研究

会を行った。

７月３１: ｌ：総会；参加者1 8 7 名（含委任

状）・誰淡；参加者1 0 6 名｢ 文化財写真の在

り方」（田辺征夫氏平城宮跡発捌調在部

長）「マルチバンドデジタル記録法の開発」

（三宅洋一氏千染大学工学部教授・林純

一郎氏三菱芯機マイコン機器ソフトウ

ェア）７月４１１：シンポジウム；参加者

1 3 1名「報( 1胡: ．I 刻録作成の諸問題」

司会：杉浦秀明氏名古屋市立博物館

今回l OI n l I 1 の研究会を記念してシンポジ

ウムを開催した。パネリストには報告: I 1 f

を作成するサイド、写真を縦影するサイ

ド、印刷を担当するサイド、利用するサ

イドの５名の方に出席いただきディスカ

ッションを行った。（牛嶋茂）

● 考古科学的研究法からみた木の文化・

骨の文化

本研究集会は、環太平洋の先史文化を、

木器、骨角器や動植物過存体を比較し、

生業活動を比較することをねらい1 9 9 9 年

２月９１１、奈文研講堂において約1 5 0 名

の参加のもとで開催した。北米北西海岸

の文化を、ブライアン・チズム（ブリテ

ィッシュ・コロンビア大学）に動物食・

植物食についての成果を、デール・クロ

ース（ワシントン州立大学）にホコ川下

流域の発捌成果を、ランダル・シャルク

( 国際考古学研究所）に鳥類遺存体の分

析の発表を受けた。ニュージーランドか

らフォス・リーチ（ニュージーランド博

物館) 、カレン・フレーザー（同上）に、

台湾からリー・クァンチ（中央研究院）

に、それぞれ骨角器と魚携活動について

の発表を受けた。日本からは佐藤洋一郎

( 静岡大学）に純文時代のクリのＤＮＡ

分析の結果、平口哲夫（金沢医科大学）

からＨ本沿岸の先史捕鯨活動についての

発表を得た。（松井章）

● 陶磁器分析の研究会

考古学者と分析化学者が陶磁器の分析結

果を考察した。窯跡から出土した各種の

陶磁器資料、すなわち美濃・瀬戸・九

谷・唐津など、および消独地からの出土

品としての東京大学構内武家屋敷跡出土

資料について、胎土とそのうわ薬などの

分析を行った。分析手法は、①放射化分

析による微雌成分の組成比、②蛍光Ｘ線

分析によるストロンチウム( S r ) ・ルビジ

ゥム( R b ) ・ジルコニウム( Z r ) などの組成

成分の定1 , t 的測定、③和薬や染め付け顔

料の定披的分析、④中国陶磁器の灰紬の

鉛成分に端目した、鉛同位体比の測定な

どである。（沢田正昭）

● 平城宮第一次大極殿復原研究瓦研究会

1 9 9 8年７月１７日・９月1 0 1 : １．１０月2 7円．
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本研究会は第一次大械殿復原設計のため

に行う研究会のひとつである。研究会の

特徴は、実際にどのように瓦を茸くかと

いうことに- i 言眼をおき、参加者も建築

史．考I l f の研究者だけではなく、古建築

の修理技術着や瓦製作背．施工者を含め

た。本年度は４I r 1 I の研究会を開催し、第

１I n I では「鬼瓦と棟」・「棋咽の製作に

ついて」、第２ｌｎＩでは「災斗凡と、戸

瓦」．「隅木蓋凡と朱のついた瓦｣ 、第

３１，１では「復原朱椎' ' ' 1 の本瓦迩の施工と

今後の設計における問題点｣ 、第4 1 1 1 1 で

は「恭仁宮の瓦」・「第．次大極殿の本

瓦茸についての一考察」についての発表

と討論を行った。

研究会では、これまでになかった視点で

の議論がなされ、第一次火種殿の復原研

究に貢献するとともに、さらに検討すべ

き点が整理され、今後の新たな研究の艇

開が予想された。第1 1 , 1 および第３I u I の

研究会記録を出版した。（島田敏男）

● 藤原京研究会

本年度からはじまった大藤原京城確認の

ための調盃研究の一環として、1 9 9 9 年３

月2 7 1 1 に開催した。今何は奈良県立概原

考古学研究所（林部均) 、柵原I l f 教育委

員会（竹Ｈ１政敬）、桜井市教育委貝会

( 橘本輝彦) 、明Ｈ番村教育委貝会（相原

琉之) 、奈文研（安川龍太郎）が、これ

までの条坊道路関係遺術の主要な発掘調

交について報告を行い、１f 実関係の確認

などの髄疑・検討を行った。また、今後

の京域研究を進めるにあたっての韮礎資

料として、各調在機関の協力を得、これ

までの条坊遺構の訓在成果を『藤原京研

究盗料（1 9 9 8 ) 』としてまとめた。

（安田龍太郎）

● 漢長安城日中共同発掘調査講演会

奈文研の特別研究「アジアにおける占代

都城遺跡の研究と保存に関する国際協

力」の一環として行った前淡長安城桂寓

２号建築遺吐の発掘調在に関する報告会

を、1 9 9 8 年７月１８ｐ、平城浅科館講厳で

開催した。誰減は、劉慶柱（中国社会科

学院考古研究所副所災）「漢長安城桂宮

の発掘と中国古代宮殿の考古学的研究」

と浅川滋男（奈文研）「､ } え城宮楼閣宮殿

の系譜一台棚建築から麟徳殿まで一」

の２腿である。劉測所良は、桂宮２妙処

築巡』J 1 : の出ｋ状況を報告するとともに、

それをＩＩ１ｌＦｌ･ i i r 代禰殿建築遺跡の系列のな

かに位慨づけた。一方、浅川は漢からl I i ：

に至るI I I I I 1 尚肘建築の腿開を述べた上

で、、ド城寓の内典・阿寓・東院地区でみ

つかった大規模総維雌物を、大l ﾘ j 桝麟徳

殿を和風化した楼| 淵の宴会j ルであろうと

指摘した。諦演会は1 8 0 人の聴衆でにぎ

わった。（浅川滋男）

◆ 国際セミナーアンコール遺跡の謎に

迫る

1 9 9 3 年度から始まったアンコール文化辿

雌保護に関する研究協力4 f 業の一環とし

て、ロンドン大学からエリザベス・ムー

ア教授と、プノンペン芸術大学からア

ン・チュリアン教授の２先生をお迎えし

て同際セミナーを開催した。

エリザベス・ムーア教授には、アメリカ

航空宇宙吋搬影の術j I 1 写典をもとにし

た、アンコール辿跡群の水利施設の解析

結果を発表していただいた。

アン・チュリアン教授には、カンボデイ

アの_ ' 二薪上地神ニャックターをとりあ

げ、その現代における姿と儒仰のあり方

を紹介していただいた。（杉山洋）

◆ ドイツ・マイセンにみる歴史的な建物

の修復

ドイツにおける歴史的な建物は、価値観

の述いに段階を股けず一律に盗録するこ

とによって文化財として扱われ、およそ

9 0 万件がその対象となっている。、I i 然、

修復件数も膨大である。とくに| Ⅱ東ドイ

ツ地域の符州は、ドイツ統一によってl I I

l j Wドイツの制度を取り入れたことから登

録件数が‐ 気に蝋し、修復事業が急蛸し

ている。この側における保存への取り組

みや修復の実態は、町花み保存を広め、

近年に登録制度を導入し、それによって

雌じた課題をもつ我が同にとって、参巷

となるものである。今I I i I 、Ｉ] 独共l I i l 研究

の成果のひとつとして実態訓在を行っ

た、歴史的な進物が保存地区として一体

に残され修復ﾘ ｉ業が活発に行われている

' 1 1 束ドイツ・マイセンI l j の保存修復を紹

介し、行政、建築家、研究者などの参加

を得て意見交換を行った。（木村勉）

調査研究藁報

◆ 第１８回国際ガラス会議（サンフランシ

スコ）1 9 9 8 年７月５１１～l ( ) １１アメリ

カセラッミックス協会i 皇惟の側際ガラス

会談が1 9 9 8 年７月５１１から６Ｈ間にわた

ってサンフランシスコであった。

３年〃に開催されるガラスに関する全て

の分野を網羅する大きな大会であり、総

計8 0 0 件以上におよぶ発炎があり、このな

かで「巻I I f 学・考・占科学部門」において

｢ 1 1 本川ｔのカリウム鉛ガラスに関する科

学的研究」と題して１１頭発表を行った。

アジアからの発表は' ' ' 1 1 i I と私の２箱で他

は欧米諸' １１の発表がほとんどである。今

1 , 1 はガラス材磁と風化に関する発表が多

く、ハイブリッド樹脂の開発利川が注Ｆ１

された。（肥塚隆保）

◆ 中国長白山の巨大噴火年代と潮海に関

する年輪年代学的研究本年度はマンシ

ュウカラマツの炭化樹幹を８点採取した。

しかし、年輪数が少ないため、良好な年

輪データは得られなかった。劾海同時代

の遺物を兇る限り、わが脚との結びつき

を刑深く感じた。（光谷拓実）

◆ 四分遺跡発見の弥生人骨（飛鳥藤原第

8 5 次）４り･ 人骨は、石雛が射込まれた可

能性の問い３号人骨と、同一墓城に同時埋

葬されていた。４号人骨に片1 1 1 一道氏は、

顔而、ノ, j 甲什、寛骨と、胸の周辺部に多数

の傷痕をみつけた。特に寛' | ‘ j ･ の幅1 3mmの刺

創は、武器の断面形がI l 1 j 刃で、薄い刃物で

あったことを物語る。背後から襲ったもの

であった｡ それにしても腕に防御剣がない。

不意をつかれたのか、抵抗できない状態で

やられたのか、のいずれかであろう。

（深津芳樹）

● 金属製考古資料の科学的調査に関する

研究会1 9 9 9 年２月2 0 1 1 ＣＯＥ研究の

一環として奈文研主催の研究会を北海道

大学で行った。北海道考古学会と北海道

保存科学研究会との共催である。アイヌ

金属製資料を中心に、鉄製や銅製資料の

材質と製作技法について、活発な討論が

あった。（村上隆）
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